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中
山
道
は
江
戸
時
代
に
整
備
さ
れ
た
主

要
街
道
の
ひ
と
つ
。
鵜
沼
西
町
と
東
町
に

位
置
す
る
鵜
沼
宿
は
、
江
戸
と
京
都
を
結

ぶ
街
道
の
52
番
目
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え

ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
鵜
沼
宿
を
、
往
時
を
し
の

ば
せ
る
姿
に
再
生
し
よ
う
と
、
平
成
18
年

か
ら
「
中
山
道
鵜
沼
宿
再
生
整
備
事
業
」

を
実
施
。
５
年
の
歳
月
を
か
け
て
、
中
山

道
鵜
沼
宿
町
屋
館
の
修
復
と
脇
本
陣
の
復

元
を
は
じ
め
、
宇
留
摩
庵
の
開
店
、
鵜
沼

西
町
交
流
館
の
建
設
、
景
観
重
要
建
造
物

の
保
存
改
修
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
整
備
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
こ
の
夏
、道
路
を
き
れ
い
に
し
、

昔
の
絵
図
な
ど
に
描
か
れ
て
い
る
水
路
の

復
元
が
完
了
、
水
草
が
生
い
茂
る
せ
せ
ら

ぎ
が
蘇
り
ま
し
た
。
９
月
に
は
、
最
後
の

工
程
と
し
て
電
線
類
を
地
中
に
埋
め
る
無

電
柱
化
な
ど
の
工
事
が
終
わ
り
ま
す
。

遊びに行こう、
鵜沼宿！
５カ年のまちなみ整備がついに完成

　

こ
の
９
月
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
５
カ
年
に
わ
た
り
行
っ
て
き
た

「
中
山
道
鵜
沼
宿
再
生
整
備
事
業
」
が
完
了
し
、
鵜
沼
宿
が
新
た
に

生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

　

整
備
で
よ
り
魅
力
的
に
な
っ
た
鵜
沼
宿
を
夏
休
み
中
の
小
学
生
が

探
検
。
新
し
く
な
っ
た
ポ
イ
ン
ト
や
、
宿
場
内
の
見
ど
こ
ろ
な
ど
、

鵜
沼
宿
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
！

奥村　慶さん（左）
山下晴子さん（右）

2 人とも「鵜沼宿を見
に来るのは初めて！」
という元気な5年生。

案内役は
この2人！

① 中山道鵜沼宿町屋館
市指定重要文化財・景観重要建造物
／平成20年5月オープン

江戸時代には旅
はた ご

籠、明治時代～昭和39年
までは郵便局として親しまれていた建物。
市が寄附を受け、修復し公開しています。
建物内には江戸時代の旅道具や古文書など
が展示され、歴史や鵜沼宿について学ぶこ
とができます。

水と苔
こけ

が
涼しそう！上

：
も
と
も
と
あ
っ
た
地
形
を

活
か
し
た
回
遊
式
の
庭
園　

下
：
本
物
の
槍
な
ど
昔
の
さ
ま

ざ
ま
な
資
料
を
展
示

② 旧大垣城鉄
くろがね

門
市指定重要文化財／平成21年5月完成

大垣城の本丸から蘇原野口町を経て
鵜沼宿に移築された門。木材を鉄板
で覆った堅固な造りが特徴です。

③ 宇
う る ま

留摩庵
いおり

平成22年4月オープン

約40年前まで駄菓子屋だった建物
を貸店舗に整備しました。現在は飲
食店として営業しています。

整備前

整備後

見たこと

ない道具
が

いっぱい
！

　

往
時
を
し
の
ば
せ
る

　

宿
場
町
へ
と
再
生

Ｋ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
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こ
れ
ら
の
工
事
が
終
わ
る
こ
と
で
、
５

カ
年
に
わ
た
っ
て
行
っ
て
き
た
鵜
沼
宿
の

再
生
整
備
事
業
が
す
べ
て
完
了
。
皆
楽
座

や
お
が
せ
池
を
経
て
村
国
座
へ
と
続
く

「
各
務
野
歴
史
街
道
」
の
拠
点
で
あ
る
鵜

沼
宿
の
整
備
が
つ
い
に
完
成
し
ま
す
。

　

こ
の
新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
を
祝
い
、

９
月
23
日
に
「
中
山
道
鵜
沼
宿
完
成
記
念

祭
」
を
開
催
し
ま
す
（
回
覧
板
で
お
知
ら

せ
）。
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た
鵜
沼
宿

へ
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
の
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

は
周
辺
が
通
行
止
め
に
な
り
ま
す
。

詳
細　

都
市
計
画
課
☎
０
５
８（
３
８
３
）

１
１
１
１
内
線
２
７
３
７

中山道

大
安
寺
川

Ⓟ

Ⓟ１
4

鵜沼宿MAP

2

3

④ 中山道鵜沼宿脇本陣
平成22年5月オープン

脇本陣は、宿場町に置かれた宿泊施設。
大名や公家などが泊まった「本陣」を補
助する施設で、本陣と違って一般の旅
人も宿泊することができました。

偉い人の
部屋はすごく
豪華だね～

左
：
敷
地
内
に
は
松
尾
芭
蕉
が
彫
っ
た
と
い
う

句
碑
も　

右
：
客
の
中
で
一
番
位
の
高
い
人
が

泊
ま
っ
た
「
上
段
の
間
」
や
当
時
の
お
風
呂
、

ト
イ
レ
な
ど
も
見
学
で
き
ま
す

鵜沼宿には脇本陣の建物は残っていません
でしたが、江戸時代から伝わる間取り図な
どをもとに復元。建物を一般に公開し、アー
ト展やコンサートも開催しています。

⑤ 鵜沼西町交流館
平成23年3月オープン

老朽化に伴い、現代的だった外観を、宿場
にふさわしい姿に建て替えました。

5

⑥ 街道整備・水路復元
平成23年9月完成

中山道を土の色で舗装し、古い
絵図にある水路を復元。9月中
旬には電線も地中化されます。

整備前

整備後

整備前

整備後

6

昔は道に水路があったんだって！

　

９
月
23
日（
祝
・
金
）に

　

完
成
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

見学を終えて

鵜沼宿の感想
初めて来たけど、
古い建物がたくさ
んあって、昔の時
代に来たような気
分。町屋館や脇本陣は、お部屋や庭も広くて
ビックリ。今の家と違って戸が多いから、風
通しがよくて涼しかったです。
　道路に作られた水路もそうだけど、いろん
なところに昔の人の生活の工夫が見られて、
歴史に興味がわきました。
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9月 9日は救急の日！

もしもの時の

AED
詳細　消防本部救急指令課☎058-382-3596

　

ニ
ュ
ー
ス
で
も
話
題
に
な
っ
た
、
８
月

に
心
筋
梗
塞
で
亡
く
な
っ
た
サ
ッ
カ
ー
元

日
本
代
表
選
手
。
救
急
車
到
着
ま
で
に
Ａ

Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
が
あ
れ

ば
助
か
っ
た
か
も･･･

と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
救
命
処
置
で
心
肺
蘇

生
法
と
と
も
に
重
要
な
機
器
で
す
。

最
近
、よ
く
耳
に
す
る「
Ａ
Ｅ
Ｄ
」

な
ぜ
大
切
な
の
？

Ａ
Ｅ
Ｄ
で
何
が
で
き
る
？

　

急
に
心
臓
が
痙け

い
れ
ん攣
す
る
よ
う
に
震
え

（
心
室
細
動
）
て
反
応
を
失
い
、
通
常
の

呼
吸
が
な
い
人
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
で
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
る
こ
と
で
、
心
臓
の
動
き
を
取

り
戻
せ
る
（
除
細
動
）
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、音
声
ガ
イ
ド
の
操
作
説
明
が
あ
り
、

一
般
の
方
で
も
簡
単
に
使
え
ま
す
。

１
分
１
秒
の
勝
負
！

　

人
は
心
室
細
動
か
ら
３
分
で
脳
死
状
態

に
な
る
と
も
言
わ
れ
、
１
分
治
療
が
遅
れ

る
と
生
存
率
が
約
10
％
低
下
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
現
場
で
の
早
急
な
心
肺
蘇

生
と
、
除
細
動
器
で
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
救
命
処
置
に

よ
り
助
か
る
命
も
あ
る
の
で
す
。

救
命
講
習
を
利
用
し
よ
う

　

市
で
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
な
ど
の
応
急

手
当
が
学
べ
る
救
命
講
習
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
９
月
11
日
に
市
民
会
館
で
行

わ
れ
る
福
祉
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
折
込
チ

救
命
処
置
が
生
死
を
分
け
る

　

心
筋
梗
塞
な
ど
の
病
気
や
プ
ー
ル
で
溺

れ
た
り
ケ
ガ
で
大
出
血
を
し
た
り
し
て
、

突
然
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
人

（
傷
病
人
）
が
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
、
す

ぐ
に
必
要
な
の
は
１
１
９
番
通
報
で
す
。

　

し
か
し
、
平
均
し
て
通
報
か
ら
救
急
車

到
着
ま
で
に
約
７
分
か
か
り
ま
す
。
傷
病

人
の
生
存
率
は
、
約
10
分
間
で
急
減
す
る

た
め
、
迅
速
な
救
命
処
置
が
生
死
を
分
け

ま
す
。
処
置
に
は
、ま
ず
心
肺
蘇
生
法（
胸

骨
圧
迫
な
ど
）。
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
利
用

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

100100

心室細動の時間経過による心室細動の時間経過による

時間時間（分）分）

4040

6060

8080

2020

生
存
生
存
退
院
退
院
率
（
％
）

生存退院率のグラフ生存退院率のグラフ

0 2 4 6 8 9

「
救
急
車
」
は
緊
急
時
だ
け
！

　

最
近
、
救
急
車
の

出
動
件
数
が
増
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
今

年
１
〜
７
月
ま
で
の
搬
送
者
の
う
ち
、
約

半
数
は
入
院
が
必
要
な
い
軽
症
。
緊
急
で

救
急
車
が
必
要
な
方
へ
の
対
応
が
遅
れ
、

命
を
落
と
し
か
ね
ま
せ
ん
。
本
当
に
必
要

な
方
の
元
へ
早
く
行
け
る
よ
う
、
救
急
車

を
正
し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い
！

利
用
し
よ
う「
救
急
医
療
情
報
案
内
」

☎
０
５
８
（
３
８
２
）
３
７
９
９

　

年
中
無
休
24
時
間
対
応
。
救
急
車
を
呼

ぶ
程
で
は
な
い
時
、
症
状･

年
齢
に
応
じ

て
適
切
な
医
療
機
関
を
案
内
し
ま
す
。

 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
ど
こ
に
あ
る
の
？

Ａ
．
市
内
83
の
公
共
施
設
の
他
、
お
店
な

ど
に
も
あ
り
ま
す
。
設
置
場
所
に
は
表
示

板
が
あ
る
の
で
、探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ラ
シ
参
照
）
で
も
体
験
ブ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
借
り
た
い
の
で
す
が
。

Ａ
．
市
で
は
、
自
治
会
の
行
事
な
ど
公
共

性
の
あ
る
活
動
に
対
し
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸

し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
救
急

指
令
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▲ＡＥＤ使用訓練の様子
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（
大
卒
程
度
の
民
間
企
業
等
職
務
経
験
者
）

は
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
も
記
入

窓
口　

受
付
期
間
内
に
職
員
課
に
提
出

郵
送　

封
筒
表
に
「
受
験
申
込
」
と
朱
書

し
、
80
円
切
手
を
は
り
、
返
信
先
を
明
記

し
た
返
信
用
の
定
形
封
筒
（
長
形
3
号
）

を
同
封

申
込
と
詳
細　

〒
５
０
４

－

８
５
５
５
那

加
桜
町
1
の
69
、
各
務
原
市
役
所
総
務
部

職
員
課
☎
０
５
８
（
３
８
３
）
１
４
５
０

試
験
区
分

採
用
予
定
数

受
験
資
格

 

行
政
職
（
大
卒
程
度
の
民

 

間
企
業
等
職
務
経
験
者
）

５
人
程
度

 

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
生
ま
れ

 

で
、
民
間
企
業
な
ど
の
職
務
経
験
年
数
が
２
年
以
上

 

あ
る
方

 

電
気
職 

（
大
卒
程
度
の
民

 

間
企
業
等
職
務
経
験
者
）

１
人

 

昭
和
53
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62
年
４
月
１
日
生
ま
れ

 

で
、
電
気
設
備
の
設
計
、
施
行
管
理
、
電
気
工
作
物

 

維
持
・
保
安
の
実
務
経
験
が
あ
り
次
の
い
ず
れ
か
の

 

資
格
保
有
者
。
建
築
設
備
士
、
第
３
種
以
上
の
電
気

 

主
任
技
術
者
、ま
た
は
第
２
種
以
上
の
電
気
工
事
士
。

※
職
務
経
験
年
数
＝
正
社
員
と
し
て
会
社
員
・
自
営
業
者
な
ど
で
１
年
以
上
の
継
続
就
業
期
間
を
通
算

試
験
区
分
・
受
験
資
格
な
ど

平
成
24
年
度 

民
間
企
業
等
職
務
経
験
者

市
職
員（
行
政･

電
気
）募
集
！

民
間
企
業
な
ど
で
職
務
経
験
の
あ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日　

１
次
試
験 

10
月
16
日（
日
）

試
験
区
分　

下
表
の
と
お
り

受
付
期
間　

９
月
1
日(

木)

〜
21
日

(

水)

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分
。

郵
送
の
場
合
は
９
月
21
日(
水)

必
着

※
土･

日･

祝
日
は
閉
庁
日
の
た
め
受
付
で

き
ま
せ
ん

申
込
用
紙
の
交
付

窓
口　

職
員
課
（
市
役
所
3
階
）、
川
島

振
興
事
務
所
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

郵
送　

封
筒
表
に
「
申
込
書
請
求
」
と

朱
書
し
、
80
円
切
手
を
は
り
、
返
信
先
を

明
記
し
た
返
信
用
の
定
形
封
筒
（
長
形
3

号
）、
希
望
す
る
試
験
区
分
と
連
絡
先
を

明
記
し
た
も
の
を
同
封
し
、
職
員
課
へ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か

ら
受
験
申
込
書
と
受
験
票
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
し
て
Ａ
４
の
白
紙
に
印
刷

申
込
方
法　

▽
申
込
書
と
受
験
票
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
写
真
を
添
付
▽
行
政
職

森　真

　

復
旧
進
む
日
本
の
ふ
る
さ
と
、
東

北
地
方
岩
手
県
の
平
泉
が
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
半
月
程
前
、東
京
で
中
尊
寺
の

山
田
俊
和
貫
首
と
懇
談
の
機
会
が
あ

り
、
そ
っ
と
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

　

平
泉
の
黄
金
時
代
は
、
奥
州
藤
原

家
三
代
で
す
。
初
代
清き

よ
ひ
ら衡

が
仏
教
に

基
づ
く
理
想
世
界
の
実
現
を
目
指
し

中
尊
寺
建
立
、
そ
の
子
の
基も

と
ひ
ら衡

が
毛も

う

越つ
う
じ寺

を
、
三
代
秀ひ

で
ひ
ら衡

が
無
量
光
院
を
、

い
ず
れ
も
こ
の
世
に
浄
土
を
表
現
し

た
寺
院
で
す
。

　

11
世
紀
か
ら
12
世
紀
、
藤
原
家
三

代
の
平
泉
は
、黄
金
と
鉄
と
国
産
・
中

国
産
陶
磁
器
の
経
済
文
化
で
、
京
都

に
拮
抗
す
る
一
大
拠
点
地
域
で
し
た
。

　

没
落
も
ま
た
早
く
、
源
頼
朝
の
奥

州
合
戦
で
滅
び
ま
し
た
。
芭
蕉
が
「
夏

草
や　

つ
わ
も
の
ど
も
が
夢
の
あ
と
」

と
歌
っ
た
と
お
り
で
す
。

　

日
本
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
奥
州
は

ま
た
、
戦
に
破
れ
た
者
た
ち
の
歴
史

が
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

東
北
地
方
が
、
ど
こ
と
な
く
哀
愁

を
お
び
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
の
は
、

私
に
は
そ
こ
が
寒
冷
地
で
あ
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
戦
に
破
れ
た
歴
史
が

あ
る
こ
と
に
も
由
来
し
て
い
る
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
宮
沢
賢
治
を
は
じ

め
東
北
が
輩
出
し
た
多
く
の
詩
人
・

文
人
の
詩
歌
に
も
そ
れ
が
投
影
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

　

前
述
の
頼
朝
の
奥
州
合
戦
で
、黄

金
の
平
泉
文
化
は
消
滅
し
ま
し
た
。

頼
朝
に
と
っ
て
は
こ
の
政
治
経
済
力

豊
か
な
東
北
の
大
拠
点
が
脅
威
で

あ
っ
た
た
め
で
す
。
宮
沢
賢
治
は
、

東
北
を
征
伐
し
た
頼
朝
の
こ
と
を

「
大
盗
」
と
の
の
し
っ
て
い
ま
す
。

　

16
世
紀
に
は
、豊
臣
秀
吉
の
奥
州

征
伐
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
も
頼
朝
と

同
じ
理
由
で
す
。
そ
し
て
19
世
紀
に

は
、
白
面
の
少
年
武
士
白
虎
隊
の
壮

絶
な
最
期
、会
津
戦
争
が
あ
り
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
、
今
度
は
日
本
中

が
支
援
し
て
い
ま
す
。
が
ん
ば
れ
東

日
本
！　

日
本
の
ふ
る
さ
と
よ
。

～戦に破れた者たちの歴史～
日本のふるさと③

5 広報かかみがはら 2011.9.1



広報かかみがはら 2011.9.1 6

河跡湖フェスティバル河跡湖フェスティバル 20112011

内容　

△

屋外ミニコンサート
（10:00 ～）

△

Ｅボート体験コ
ーナー（① 10:00 ～②13:00
～）

△

製作コーナー（紙風
船、組立絵本＝各 100 人、
申込順）

△

有料飲食コーナー
（焼そば、フランクフルト、
みたらしだんご）

△

遊びの
コーナー（竹水鉄砲、輪投
げ）

△

豚汁ふるまいコーナー

9月10日（土）10：00～15：009月10日（土）10：00～15：00　 雨天決行　 雨天決行

場所：河跡湖公園（川島河田町ほか）場所：河跡湖公園（川島河田町ほか）

　市では、被災者への義援金を
引き続き募集しています。
【募金箱設置場所】
市役所本庁舎、産業文化セン
ター（土日も可）、川島振興事
務所、市民サービスセンター、
かかみがはら航空宇宙科学博物
館（火曜日休館）
【現在までの義援金額】
7050万4728円（8月16日現在）
詳細　福祉総務課☎ 058-383-
1358

「東日本大震災」
義援金にご協力を

　外来魚を駆除し、木曽川の環
境を守りましょう。
日時　9月25日（日）12:30～
16:00
住所　河川環境楽園西口駐車場
（集合）
対象　小学 4年生以上の親子
備考　当日現地で受付
詳細　木曽川フォーラム事務局
☎ 090-7697-3508

特定外来魚駆除実験
参加者募集

（11:00 ～、先着 200 人）

△

ミナモ体操ダンス（10:45～）
備考　 ▽公園駐車場は利用で
きませんので、川島小学校・
川島中学校（川島河田町）の
臨時駐車場をご利用ください

▽雨天時は、一部のイベント
が中止となる場合があります
詳細　水と緑推進課☎ 058-
383-1533

広報裏表紙の元気ッズ募集！
対象　小学校就学前のお子さん（過去に掲載され
たお子さんはご遠慮ください）
掲載予定　11月 1日～平成 24年 4月 15日号
定員　24組（抽選）
備考　当選者にのみ連絡

申込と詳細　「郵便番号、住所、日中連絡がとれる電
話番号、子どもの氏名・誕生日、保護者の氏名」を明
記し、9月 30 日（必着）までに、メールは koho1@
city.kakamigahara.gifu.jp( 件名に元気ッズ応募と
記入 )、はがきは〒 504-8555 那加桜町 1-69、秘書
広報課☎ 058-383-1111 内線 2152 

　ぎふ清流国体のホッケーリ
ハーサル大会開催に向け、会場周
辺の清掃活動に参加しませんか。
日時　9月11日（日）　8:00～
9:00( 少雨決行）
場所　県グリーンスタジアム正
面玄関前（下切町 6）
持参品　作業ができる服装、飲
み物、タオル
申込と詳細　9月 8日までにス
ポーツ課内ぎふ清流国体各務原
市実行委員会☎058-383-1252

競技会場周辺を
きれいにしましょう

　

講習後、総合体育館や市民
プールのトレーニングルーム利
用受講証を発行します。
日程　9月14日(水)、21日(水)△

9:30 ～12:00 ＝総合体育館△

13:30～ 16:00＝市民プール
対象　市内在住の60歳以上の方
定員　各５人（申込順）
費用　250円
備考　一般利用時間帯に実施
申込と詳細　9月 1日～高齢福
祉課☎ 058-383-1779

シニア専用
トレーニング講習会

日時　9月28日（水）13:00～
15:00
場所　東海中央病院３階大会議
室（蘇原東島町４）
定員　100人（当日会場受付）
内容　「行動のコントロール・
がまんのさせ方」今野高志・東
海中央病院臨床心理士
詳細　東海中央病院子育て・教
育相談センター☎058-382-31
01

子育て・教育相談センター
講演会

　楽しい講話を交えながら、い
つまでもすこやかな心と体を保
つための運動を行う教室です。
期日　10 月 6 日～平成 24 年
2月 16日の第 1・3木曜日（全
10回）
場所と時間　 ▽蘇原コミュ二ティ
センター（蘇原野口町1）＝10:00
～ 11: 30 ▽ 鵜沼福祉センター
（鵜沼羽場町1）＝13:30～15:00
対象　60歳以上の健康な方
定員　各 30人（申込順）
内容　軽いエアロビクス程度
費用　2000 円（教室初日支払）
備考　病気治療中、または医師
による運動制限がある方はご遠
慮ください
申込　9月1日～
27 日に直接、高
齢福祉課で申込
用紙を記入
詳細　高齢福祉
課☎ 058-383-
1779

みんなで楽しく
転倒予防教室
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    各務原市役所代表☎ 058-383-1111　ウェブサイト　　http://www.city.kakamigahara.lg.jp
              　　　　　　　　　　　　　　携帯ウェブサイト http://mobile.city.kakamigahara.gifu.jp

　

日時　10月12日（水） 　9:00～
雨天・荒天時は 19日（水）
場所　スポーツ広場（各務山の
前町 1）
対象　初級～中級者（過去の本
大会優勝者、県ポイントランキ
ングに記載されたことのある方
は参加不可）
種目　女子ダブルス
費用　市協会加盟者１組 2000
円、その他１組 2500 円
申込と詳細　スポーツ広場にあ
る申込用紙に費用を添えて、9
月 21 日（必着）までに市テニス
協会・遠藤☎ 058-382-5243

日程　 ▽ 総合福祉会館 3 階遊
戯室（那加桜町2)＝9月16日、
10月7日、11月18日、12月
9 日 ▽陵南福祉センター 2階
遊戯室（鵜沼朝日町 2）＝ 9月
21日、10月 19日、11月 9日、
12月21日　いずれも10:20～
10:40
対象　幼児と保護者
備考　当日会場で受付
詳細　観光文化課内各務原国際
協会事務局☎ 058-383-1426

英語絵本の
よみきかせ会

　航空自衛隊岐阜基地で広報館
や展示機など基地内施設の見学
を行います。
日時　10月 6日（木）9:15 ～
13:30
場所　航空自衛隊岐阜基地
対象　市内在住の成人
定員　30 人（申込順）
費用　700 円（昼食代含む・
当日支払）
備考　 ▽ 産業文化センター 1
階ロビーで集合・解散 ▽基地ま
で徒歩 ▽自衛隊に緊急事態発生
のときは中止の場合あり
申込と詳細　9月15 日（必着）
までに「氏名（ふりがな）、生
年月日、年齢、職業・会社名、
住所」を明記し

△

メール＝ npo-
k-machidukuri@air.ocn.ne.jp△

はがき＝〒 509-0116 緑苑
西 2-81、 NPO団体各務原まち
づくり・水野☎ 058-370-0117

航空自衛隊
岐阜基地見学

舞台公演の原点
芝居小屋から学ぼう

日時　9月12日（月）13:00～
16:00
場所　村国座（各務おがせ町 3）
定員　100人（当日会場受付）
内容　照明実演、回り舞台体験
講師　安田文吉・南山大学教授
申込と詳細　日本照明家協会中
部支部☎ 052-504-5875

第22回市女子オープン
テニストーナメント

日時　9月17 日(土)　13:30～
15:30 
場所　産業文化センター２階第
3会議室（那加桜町 2）
内容　「各務原市内の地名につ
いて」足立秀成・各務原歴史研
究会会長
費用　一般 500円（当日支払）
詳細　各務原歴史研究会・横山
☎ 058-384-1983

各務原歴史研究会
講演会

　交通安全・防犯活動にボラン
ティアとして参加いただける方
を募集します。
対象　市内在住・在勤の25歳～
65歳までの方
詳細　交通安全指導隊長・白木
☎ 058-385-0637

交通安全指導隊
隊員募集

期日　9月 17日（土）
場所　ハートフルスクエアＧ2階
大研修室（岐阜市橋本町 1)
【成年後見相談会】
時間　10:00 ～ 16:00
相談内容　一人暮らしや、障がい
を持つ子どもの将来の不安など
【成年後見制度学習講座】
時間　13:30 ～ 16:30
備考　事前に予約が必要です
【共通事項】
申込と詳細　岐阜県司法書士会
事務局内 (公社 ) 成年後見セン
ター・リーガルサポート岐阜県
支部☎ 058-259-7118

成年後見相談会と
成年後見制度学習講座

日程　①10月8日（土）「おしゃ
べりなロングテールの時代」熊
坂賢次・（財）ソフトピアジャパ
ン理事長② 10月 23日（日）「私
の「染・織」の道～美しさを求
め流れのままに～」土屋順紀・染
織家　いずれも 14:00 ～16:00
場所　ふれあい福寿会館（旧県民
ふれあい会館・岐阜市薮田南 2）
定員　200人（申込順）
申込と詳細　放送大学岐阜学習
センター☎ 058-273-9614

放送大学公開講演会

今月の納税 9月 30日（金）まで
後期高齢者医療保険料    3 期
国民健康保険料     4 期
介護保険料　  　9月分

※納付は便利な口座振替で
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小学校区別市民運動会

校区名 期日 予備日 開始
那加一 10/9 10/16 8:30
那加二東部 10/2 10/9 9:00
那加二雄飛 10/16 10/23 8:30
那加三 10/9 10/10 8:30
尾崎 10/9 10/10 8:30
稲羽西 10/2 10/16 9:00
稲羽東 10/2 10/9 9:00
川島 10/2 小雨決行 8:30
鵜沼一 10/16 小雨決行 8:30
鵜沼二 11/20 なし 8:00
鵜沼三 9/25 雨天体育館 9:00
緑苑 10/2 なし 9:30
八木山 10/9 10/10 9:00
陵南 10/16 雨天体育館 8:30
各務 9/11 なし 8:00
蘇原一 9/18 9/19 8:30
蘇原二 9/23 9/25 8:30
中央 9/24 9/25 8:30

備考　 ▽那加三は「市民ふれあ
いフェスティバル」（午前＝市
民運動会、午後＝ふれあい広場）

▽尾崎は「おざきフェスティバ
ル」 ▽八木山は「八木山健康ウ
オーキング」として開催
詳細　各小学校区体育振興会

　　　

　教育・医療などの専門家が望
ましい就学について、ご相談に
応じます。
日時　10月11日～14日　9:00～
16:00
場所　産業文化センター会議室
（那加桜町 2）
対象　来年度就学の幼児および
小中学校の児童生徒とその保護
者（1人 45分程度）
申込と詳細　9月 16 日までに
各保育所、幼稚園、福祉の里、
小中学校または学校教育課☎
058-383-1118

就学 (発達 ) 相談

　埋蔵文化財調査センターは 8
月 26 日から移転し、休業日も
変更になりました。これまで通
りご利用ください。
移転先　三井東町 4-32
開館時間　9:00 ～ 17:00（土・
日・祝日休業 )
詳細　埋蔵文化財調査センター
☎058-383-1123　　058-38
3-8655

埋蔵文化財調査センター
事務所移転のお知らせ

　住宅の耐震、バリアフリー、
省エネ改修工事を行った場合、
固定資産税の減額措置を受ける
ことができます。
【耐震改修】
対象　昭和 57年 1月 1日以前
に建てられた住宅
必要書類　建築士などの発行す
る現行の耐震基準に適合した工
事であることの証明書など
【バリアフリー改修】
対象　65歳以上の方、要介護・
要支援認定を受けている方、障
がいのある方が居住し、平成
19年1月1日以前に建てられ同
年 4月1日以降に改修した住宅
必要書類　改修した工事内容が
確認できる書類など
【省エネ改修】
対象　平成 20年 1月 1日以前
に建てられ、申請者本人が居住
する住宅
必要書類　建築士などの発行す
る現行の省エネ基準に適合した
工事であることの証明書など
【共通事項】
申込と詳細　税務課窓口にある
申告書に必要書類を添付して税
務課☎ 058-383-4840

固定資産税の
減額申告ができます

　各務原キムチ誕生の物語を描
いたドラマ「恋するキムチ」の
上映会が開催されます。市内の
物産展もあります。
日時　10月15日（土）　15:30～
場所　各務原市民会館（蘇原中
央町 2）
対象　中学生以上
申込と詳細　9 月 26日までに
電話で各務原商工会議所☎ 05
8-382-7101

NHKドラマ
「恋するキムチ」上映会

森林伐採時には
届出を

　県では、森林管理の法令尊守
を推進しています。森林内で不
審な立木伐採、掘削などを見か
けたら、連絡をお願いします。
期間　9月 1日～ 30日
詳細　岐阜農林事務所☎058-26
4-1111

【市税】

▽休日相談日時＝9月11日（日）
9:00～17:00 ▽夜間相談日時＝
9月7日(水)、8日(木)17:15～
20:00
場所　市役所本庁１階税務課
【国民健康保険料】

▽休日相談日時＝9月10日（土）、
11日（日）9:00～ 17:00 ▽夜
間相談日時＝ 9月 12日 ( 月 )
17:15 ～ 20:00
場所　市役所本庁１階医療保険課
【共通事項】
備考　本庁舎北側地下入口から
お入りください
詳細　 ▽市税＝税務課☎058-38
3-4773 ▽国民健康保険料＝医
療保険課☎ 058-383-1112

9 月の市税・国保料の
休日・夜間納付相談

　市内の公園や広場などで花か
ざりをしている団体に、パン
ジーの苗を配付します。
配布日程　10月中旬
対象　公園などで花壇を管理し
ている自治会、子ども会など
申込と詳細　9月15日～30日
（消印有効）に、水と緑推進課、
市民サービスセンター、川島振
興事務所にある申込書を記入し、
水と緑推進課☎058-383-1533

花かざり団体へ
花の苗を配布します
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　　　心の通い合う街③

「自分らしく生きる」ことので
きる社会を目指して
　「人が人らしく生きること」を
妨害するのは人権侵害です。そ
れは、暴力などの行為によるも
のだけでなく、「女性だから」
「子どもだから」「外国人だから」
といった言葉の差別も人権を侵
害し、本来その人が決めるべき
生き方を狭めています。全ての
人が安心して
自分らしく暮
らせる社会を
作っていくこ
とが大切です。
資料提供　ライフデザイン課

第 3期スタジオ教室
受講者募集

期間　9月 30日～ 12月 19日
内容　 ▽▽エアロビクス ( 各 18
人）＝①火曜日 20:00 ～ 21:00
②水曜日 10:30 ～ 11:30 ▽ヨ
ガ教室 ( 各 18 人）＝①月曜日
19:00～20:00②金曜日13:30～
14:30 ▽▽ピラティス(各18 人）
＝①月曜日 13:30 ～ 14:30 ②
金曜日 19:00 ～ 20:00 ③金曜
日 20:10 ～ 21:10 ▽▽キッズダ
ンス幼児 (各15人 )＝①月曜日
16:00～16:50 ②土曜日 10:00
～10:50 ▽▽キッズダンス小学生
(各 20 人)＝ ①
月曜日 17:00 ～
17:50 ②土曜日
11:00 ～ 11:50
【共通事項】
場所　市民プール（鵜沼小伊
木町 4)
対象　16 歳以上の男女（キッ
ズダンスを除く。キッズダンス
幼児は年中・年長児）
費用　各 7500 円（保険料含）
備考　各教室全 10回
申込と詳細　抽選を行います
ので、9月 11 日の各抽選締切
（エアロビクス＝10:00、ヨガ＝
10:15、ピラティス＝ 10:30、
ダンス幼児＝ 10:50、ダンス小
学生＝ 11:05）10分前までに、
費用と印鑑を持参し、直接市民
プール☎ 058-370-6506 ▽電
話受付は 13:00～行いますが、
来場の方を優先します。

　地域の防災活動に取り組み、
災害に対する正しい知識や技術
を取得した地域の防災リーダー
を育成する「防災ひとづくり講
座」の受講者を募集します。
日時　10月22日、23日、11月12
日、13日、12月3日、4日　い
ずれも 9:00 ～ 17:00
場所　蘇原コミュニティセン
ター集会室（蘇原野口町 1）
対象　下記のすべてに該当する
方 ▽市内在住の成人で 6日間
受講できる方 ▽今後地域の防災
活動で活躍する意欲がある方
定員　30人（抽選）
申込　9 月 1日～ 22日（必着 )
に、郵送、ファクスまたはメール
で「氏名、ふりがな、郵便番号、
住所、生年月日、電話・ファク
ス番号、防災活動経験（消防団、
自治会防災役員など）を明記し
て〒504-8555那加桜町1-69、
総務課防災係　  058-380-11
58メールbousai@city.kaka
migahara.gifu.jp
詳細　総務課☎058-383-1190

「防災ひとづくり講座」
受講者募集

日時　10月 1日（土）　10:00 ～
16:00
場所　岐阜県司法書士会館（岐
阜市金竜町 5）
内容　登記、相続、多重債務
などの相談
詳細　岐阜県司法書士会事務局
☎ 058-246-1568

岐阜県司法書士会
無料登記・法律相談会

第49回市民体育大会
弓道優勝者（高校生）

▽男子＝石井一也（岐阜各務野）

▽女子＝坂本紋菜 (各務原 )
詳細　スポーツ課☎ 058-383-
1231

社会生活基本調査に
ご協力ください

　総務省統計局では、10 月に
社会生活基本調査を実施しま
す。
　9月上旬に調査員が市の一部
地域の世帯へ調査のお知らせを
配布した後、巡回して氏名や住
所の確認を行います。調査対象
に選ばれた世帯には、10 月上
旬から、調査員が調査票記入の
お願いに伺います。ご協力をお
願いします。
詳細　県統計課☎ 058-272-8
187

　どなたでも気
軽に参加できる
講座や体験コー
ナーです。市の
特産品の販売も
あります。
日時　9月17日（土）10:00～
16:00
場所　テクノプラザ 4・5階（テ
クノプラザ 1）
【親子で参加！テクノプラザ探検隊】
内容　ロボット展示、クレイア
ニメ体験、クイズラリーほか
【親子セミナー北極・南極って
どんなところ？】
時間　① 11:00～　②13:00～
定員　各回 150 人（申込順）
内容　北極、南極のたのしい話。
南極の氷や隕石の展示
申込　9 月 10 日までに電話で
テクノプラザ
詳細　テクノプラザ管理事務所
☎ 058-379-2232

来て・見て・体験！
テクノプラザフェスタ
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　申込期限の 9月 30日まであ
と 1カ月です。
【肺がん・結核検診】
期日　11月16日までの月・水・
金曜日（祝日を除く）、10月11日
検診受付時間　13:45～ 14:30
対象　市内在住の40歳以上の方
定員　1日 25人（申込順）
費用　▷40 ～64 歳＝1000円
（当日支払）▷65歳以上＝無料
【乳がん検診】
期日　平成24年2月20日まで
の月・水・金曜日（祝日と年末年始
を除く）、11月22日、12月22日
検診受付時間　13:20～ 14:00
対象　市内在住40歳以上の女性
定員　1日 25人（申込順）
費用　1500 円（当日支払 )
【共通事項】
場所　東海中央病院 2階健康管
理センター（蘇原東島町 4）
受診方法　要事前予約
備考　▷両方同時に申込可▷生
活保護世帯の方は費用無料。事
前に印鑑を持参（浸透印不可)の
うえ健康管理課で手続きが必要
申込と詳細　9 月 30 日までに
健康管理課☎ 058-383-1115

肺がん・結核検診
乳がん検診 10月の「愛の献血」

期日 受付時間 場所

1 日
（土）

9:30 ～ 12:00 
13:30～ 16:00

イオン各務原ショッ
ピングセンター
（定期街頭）

17日
（月） 9:00 ～ 12:00 各務原警察署（駐車場）
23日
（日）

10:00～ 12:00 
13:30～ 16:00 アピタ各務原店

詳細　健康管理課☎ 058-383-
7570

内容　医師の診察、身体計測、
栄養・育児などの相談
【11か月児健康診査】

期日 場所 対象出生児

10月 24日（月）総合福祉会館 平成 22年
11月10月25日（火）あさひ子ども館

内容　医師の診察、身体計測、
歯科･栄養･育児などの保健相談

【4か月児健康診査】

10 月の
乳幼児健康診査

期日 場所 対象出生児
10 月 4日
（火） 総合

福祉会館

平成23年
5月1日～15日

10月 5日
（水）

平成23年
5月16日～31日

10月 6日
（木）

あさひ
子ども館 平成 23年 5月

内容　医師・歯科医師の診察、
身体計測、個別相談
備考　▷歯みがきをしてお出か

【1歳 6か月児健康診査】
期日 場所 対象出生児

10月11日
（火） 総合

福祉会館

平成22年
3月1日～16日

10月12日
（水）

平成22年
3月17日～31日

10月13日
（木）

あさひ
子ども館 平成 22年 3月

けください（歯の汚れの検査あ
り）▷当日、幼児フッ素塗布受
診票を発行（1人 1回分、無料）
【3歳児健康診査】

期日 場所 対象出生児
10月17日
（月） 総合

福祉会館

平成20年
9月1日～16日

10月18日
（火）

平成20年
9月17日～30日

10月19日
（水）

あさひ
子ども館 平成 20年 9月

内容　医師・歯科医師の診察、
尿検査、身体計測、個別相談
備考　目と耳に関するアンケー
ト用紙と尿を入れる容器（9月
中旬に郵送）をご持参ください
【共通事項】
受付時間　13:00～13:30
対象地区　

△

総合福祉会館＝那
加地区、川島地区、蘇原地区、稲羽
西小校区

△

あさひ子ども館＝鵜
沼地区、稲羽東小校区
持参品　母子健康手帳、母子健
康手帳別冊「あすか」の問診票
（記入してお持ちください）
備考　▷指定日に受診できない
場合、他会場で受診してくださ
い▷前月までの対象児で受診し
ていない方は、今回受けてくだ
さい▷健康診査の所要時間は 2
時間程度▷健診などの時間が 2
時間を超えた方は、駐車補助券
をお渡しします。必ず駐車場入
口で受け取られた駐車券を健康
管理課へご持参ください
詳細　健康管理課☎ 058-383-
1116

障がい者ヨガ教室

日時  10 月 6日、13日、20日、
27日、11月 10日、17日  いず
れも木曜日　15:30 ～ 17:00
（全 6回）
場所　那加福祉センター和室
(那加雲雀町 15)
対象　市内在住か在勤で障害者
手帳をお持ちの方
定員　20人（申込順）
持参品　運動のできる服装、タ
オル、バスタオル、
申込と詳細　9月 30日までに
社会福祉協議会☎ 058-383-7
610

9 月号も旬の話題がいっぱい !!

パソコン用ウェブサイト　http://www.city.kakamigahara.lg.jp/

●ぴよぴよマガジン（乳幼児をお持ちの方へ）
＊特集「講演会　パパの極意」＊つくってみようほか
●のびのびマガジン（小中学生をお持ちの方へ）
＊特集「総合型スポーツクラブ」＊人気給食メニュー「えだまめご
はん」＊学校自慢「中央小学校」ほか
●きらきらマガジン（障がいを持った方へ）
＊特集「団体紹介」＊キラリさん「足立彩希さん」ほか
●いきいきマガジン（高齢者の方へ）
＊特集「郷土めし」＊自慢の一品「笠木憲治さん」ほか

ご覧ください！ウェブマガジン

→

→
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グリーンリサイクル
堆肥の無料配布

　公園などの緑ごみをリサイク
ルした堆肥を無料配布します。
日程　10 月 5 日～ 8日　いず
れも 9:00～15:00
場所　天狗谷集積場（須衛天狗谷）
対象　市内在住の方
定員　3000 人（抽選）
備考　 ▽ 1 人 3 袋まで ▽当選者
に引換券の送付をもって発表 ▽

同一世帯の家族は一括申込み可

▽堆肥の取り置きは不可 ▽記載
事項に不備がある場合は無効
申込　9月 13 日（必着）まで
に「郵便番号、住所、応募者全
員の氏名（ふりがな）、電話番号」
と、「水と緑推進課 グリーンリ
サイクル申込」と明記し、▷は
がき＝〒 504-8555 那加桜町
１-69水と緑推進課 ､▷ファクス
058-383-6365、▷メール＝

mizumidori@city.kakamigaha
ra.gifu.jp
詳細　水と緑推進課☎058-383-
1533

　市では平成 23年 3月末現在
約 8 万 6000 人の方が下水道
を利用しています。今後もより
多くの方が利用できるよう整備
を進めていきますので、ご協力
をお願いします。
●正しく利用しましょう
　下水管の詰まりや、悪臭の原
因になりますので、残飯・紙お
むつ・衛生用品などを流さない
でください。
●早めに宅内排水設備工事を
　宅内排水設備工事が下水道法
により義務づけられています。
対象　公共下水道が整備・供用
開始されている区域内に家屋な
どを所有している方
申込　市指定の「下水道指定工
事店」へ直接
●融資あっせん・利子補給制度
　市では宅内排水設備工事資金
の融資あっせん・利子補給制度
を設けています。お気軽に下水
道課、下水道指定工事店に相談
してください（新築や供用開始
の日から３年を経過した場合は
対象外）。
詳細　下水道課☎058-383-7114

9 月 10日は下水道の日

詳細　学校教育課☎ 058-383-
1118

就学時健康診断

　来年度、小学校に入学される
児童を対象に下表のとおり健康
診断を行いますので、受診して
ください。案内通知は、10 月
上旬に保護者宅へ各小学校より
届きます。
　案内通知の学校
と健診を受ける学
校が異なる場合
は、学校教育課に
ご連絡ください。

学校名 期日
那加第一小 11月 14日（月）
那加第二小 10月 21日（金）
那加第三小 10月 12日（水）
尾崎小 10月 27日（木）
稲羽西小 11月　4日（金）
稲羽東小 10月 17日（月）
川島小 10月 24日（月）
鵜沼第一小 11月　8日（火）
鵜沼第二小 10月 19日（水）
鵜沼第三小 11月 15日（火）
緑苑小 10月 25日（火）
八木山小 11月 11日（金）
陵南小 10月 18日（火）
各務小 10月 28日（金）
蘇原第一小 10月 26日（水）
蘇原第二小 10月 25日（火）
中央小 10月 21日（金） 日時　9月 20日（火） 13:00 ～

14:20
場所　社会福祉課相談室
備考　予約制です
申込と詳細　社会福祉課☎058-
383-1126

【福祉住環境コーディネーター】
期日　11月 27日（日）
費用　2級6300円、3級4200円
申込　9月 13日～ 10月 12日
【カラーコーディネーター】
期日　12月 4日（日）
費用　2級7140円、3級5100円
申込　9月 20日～ 10月 21日
【共通事項】
場所　産業文化センター（那加
桜町 2)
詳細　各務原商工会議所☎ 05
8-382-7101

各種検定試験

テクノプラザ
CAD研修

【SolidWorks 基礎】
期日　9月8日～9日（2日間）
費用　3万 9200 円
【CAE 基礎】
期日　9月13日～14日(2日間)
費用　2万8000 円
【SolidWorks 応用】
期日　9月15日～16日（2日間）
費用　3万 9200 円
【共通事項】
備考　 ▽費用は県内の方（大企
業を除く） ▽市の補助制度あり
申込と詳細　VRテクノセンター
☎ 058-379-6370

　「もの忘れよろず相談医」に
認知症の相談ができます。
日時　10月20日(木)　13:30～
14:30
場所　東海中央病院 1階 (蘇原
東島町 4)
対象　

△

原則、認知症の心配が
ある方の家族

△

主治医がいない方
定員　4人（申込順）
申込と詳細　9月 15日までに
高齢福祉課☎ 058-383-1779

もの忘れよろず相談

精神保健福祉士による
こころの健康相談
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●中央図書館／〒504-0911 那加門前町 3-1-3（市民公園内 )／9月～12月末はリニューアル工事のため休館
　1・2・4階＝図書館本館☎ 058-383-1122
●もりの本やさん☎ 058-370-7175／鵜沼字石山／12月末までは休館
●中央ライフデザインセンター図書室☎058-389-1820／蘇原中央町 2-1-8／9月 2日 ､5日､12日 ､20日､21
　日 ､26 日 ､27 日
●川島ほんの家 (川島会館内 ) ☎ 0586-89-5610 ／川島松倉町 1951-4／9月 5日 ､12 日、15～ 30日は休館
●歴史民資料館☎ 058-379-5055 ／鵜沼西町 1-116-3 ／月曜日、祝日の翌日休業

市民会館・文化ホール
058-389-1818

●各務原市福祉フェスティバル 2011
9月 11日（日）　9:00 ～　市民会館･文化ホール
詳細／福祉フェスティバル実行委員会 ( 総合福祉会
館 2階社会福祉協議会内 )☎ 058-383-7610

●第 3回各務原音楽コンクール
9月 23日 ( 祝・金 )　10:00 ～　文化ホール
詳細／観光文化課☎ 058-383-1042

所在地／蘇原中央町2-1-8
休業日／月曜日(祝日を除く）

かかみがはら航空宇宙科学博物館
058-386-8500

●水ロケット大会 2011
　1 日中、作って飛ばして水ロケットで遊ぼう！
70m先のポイントを目指すペットボトルロケットを
製作します。
日時／10月10日( 祝･月 )
9:30 ～ 16:30
対象／小学生以上の親子
定員／ 60人 ( 申込順 )
費用／ 500円
申込／9月 1日～メールkokuuchu@city.kakamig
ahara.gifu.jp または電話で航空宇宙科学博物館

●特別講演会「はやぶさについて（仮題）」
日時／10月 10日 ( 月・祝 )　11:00 ～ 12:30
講演者／久保田孝・宇宙科学研究所 (JAXA) 教授
申込／当日受付

所在地／下切町5-1
休業日／火曜日

アクア･トト ぎふ
0586-89-8200

●敬老の日特別企画 !
　65歳以上の方、観覧車と水族館無料招待!
　シルバー世代を対象に、アクア･トト ぎふが 3日
間限定で入館無料になります。
期間／ 9月 17日 ( 土 ) ～ 19日 ( 祝･月 )
対象／ 65歳以上の方 (年齢を証明するものを持参 )
備考／観覧車オアシスホイール (600 円 ) も 65 歳
以上の方は上記の期間無料になります。

●ものづくりワークショップ
　「スライムで水族館をつくろう !」
　ビンの中に小石や砂をレイアウトして、ミニ水族
館を作ろう !
期間／9月 3日～10月30日の土･日･祝日（12:00 ～
16:00）
場所／ 1階　多目的ホール
費用／ 300円 ( 別途入館料必要 )

●マンスリー水槽
　「イタイ !こんな時どうするの ?」
　9月 9日の救急の日にちなみ、野外における危険
生物と、その対処法ついて紹介します。
期間／ 9月 1日～ 30日
場所／ 1階マンスリー水槽展示スペース
費用／入館料のみ必要
備考／入館料は大人 1400 円、中高生 1100円、小
学生750円、幼児(3歳以上)370円、シニア割引(65
歳以上 )1260 円

所在地／川島笠田町1453
休業日／なし (臨時休館の場合あり )

.

音楽の街　各務原音楽の街　各務原

●三浦一馬×大萩康司
　デュオライブ　in 村国座
　2008 年の国際ピアソラコンクールで日本人初、
史上最年少の 18歳で準優勝を果たした三浦一馬さ
んと、音の詩人と称されるクラシックギタリストの
大萩康司さんのコラボレーションを、ぜひ村国座で
お楽しみください。
日時／11月6日(日)　15:30 開演
場所／村国座 (各務おがせ町 3)
出演／三浦一馬(写
真左･バンドネオ
ン )、大萩康司 ( 写
真右･ギター )
費用／全席自由30
00円
販売所／9月13日～
観光文化課（産業文化センター 6階）､市民会館 ､チ
ケットぴあ☎ 0570-02-9999(P コード 147-900)
詳細／各務原市文化協会事務局 ( 観光文化課内 ) ☎
058-383-1042
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カ
ル
チ
ャ
ー
か
か
み
が
は
ら
●

各務野自然遺産の森
058-385-2773

 所在地／各務字車洞6797-1
休業日／なし

● 10月の「親と子の自然体験塾」講座
◆2日（日）各務野･自然観察ウオ－ク～森の中の秋を
　見つけよう～
持参品／筆記用具、虫めがね、保険料10円
◆ 9日（日）森の折り紙教室
   ～秋の虫を折ってみよう～
持参品／筆記用具、材料費200円
◆ 23日（日）自然遺産の森･野鳥観察会
　～秋の小鳥編～
持参品／筆記用具、双眼鏡 (あれば )、保険料 10円
◆ 30日 ( 日 ) 家族みんなでオリエンテーリング
持参品／筆記用具、お茶、方位磁石 ( あれば )､ 材料
費 190円、保険料 10円
【共通事項】
時間／10:00 ～12:00（23日は9:00～11:00）
対象／小学生の親子・大人（30日は小学生の親子の
み）
定員／ 100人（9日は 30人、申込順）
費用／ 1講座 1人受講料 300円。上記のとおり保険
料・材料費なども必要
申込／ 9月 1日～ 15 日に ▽往復はがき =「開講日
と講座名、受講者全員の住所、氏名（ふりがな）、性
別、年齢、電話番号」と、返信用にあて先を明記し、
〒 504-8555 那加桜町 1-69、ライフデザイン課 ▽

メール＝ syogaigaku@city.kakamigahara.gifu.
jp ▽市ウェブサイト =http://www.city.kakamigah
ara.lg.jp/shizen.html から
詳細／ライフデザイン課☎058-383-1210

少年自然の家
058-370-5280

所在地／鵜沼小伊木町4-213
休業日／月曜日 (祝日の場合は翌日も )

木曽川学研究協議会
0586-89-6055

所在地／〒501-6022 川島松倉町 1951-4
川島会館 4階 木曽川学研究協議会事務局
休業日／月曜日（祝日の場合は翌日も）

●木曽川学野外活動事業
◆岐南町の歴史と文化を探検する会
日時／ 10月 19日 ( 水 )　9:00 ～ 16:00
定員／ 20人 ( 抽選 )
内容／伏屋城跡･芭蕉句碑 (正伝寺跡 )見学など
費用／ 1500円 ( 昼食代を含む )
申込期限／ 9月 16日 ( 必着 )
◆国宝茶室如庵と犬山城見学会
日時／ 11月 4日 ( 金 )　8:45 ～ 16:00
定員／ 25人 ( 抽選 )
内容／茶室如庵、犬山城見学など
費用／ 3500円 ( 昼食代・入館料を含む )
申込期限／ 9月 22日 ( 必着 )
◆馬とふれあう笠松競馬場見学会
日時／ 11月 11日（金）9:30 ～ 14:30
定員／ 30人（抽選）
内容／バックヤードツアー、
ミニチュアホースとの触れ合い 
など
費用／1000円（昼食代を含む）
申込期限／ 9月 30日（必着）
【共通事項】
対象／一般
備考／中央図書館北側集合、解散 ▽動きやすい服装、
歩きやすい靴で参加してください
申込／ ▽はがきに「開催日と講座名、参加者全員の
氏名（ふりがな）郵便番号・住所・電話番号」を明
記し、木曽川学研究協議会事務局（はがきは 1枚 2
人まで） ▽当選者に通知を送付

● 60歳からのキレイ術 (スキンケア&メ
　イク )講座
　「一生も一瞬も美しく～綺麗になって、こころウ
キウキ!ワクワク!～」をテーマに無料で開催します。
皆さんの参加をお待ちしています。
日時／ 9月 22日 ( 木 )　10:00 ～ 11:30
対象／ 60歳以上
定員／ 20人 ( 申込順 )
講師／三輪由貴さん ( 資生堂
美容統括部 )
申込／ 9月 8日の 9:00～直
接東ライフデザインセンター

所在地／鵜沼朝日町3-163-2
休業日／月曜日、祝日

東ライフデザインセンター
058-384-0507

● 9月のプラネタリウム
日時／① 9月 10 日（土）　18:30 ～ 19:30 ② 11 日
（日）10:00 ～ 11:00
内容／季節の星座と星座物語、宇宙人探しのはなし
費用／ 1人 100円
備考／途中入場はできません

● 9月の天体観察会
日時／9月10日（土）　19:30 ～ 20:30( 雨天・曇天
時は中止 )
内容／夏と秋の星座の観察、月
と二重星の観察など
備考／天候や参加者数の関係で
早めに終了する場合あり
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み
ん
な
の
広
場
●

八木山小学校

着衣水泳で考えたこと

　

７
月
14
日
の
５･

６
時
間
目

に
着
衣
水
泳
を
行
い
ま
し
た
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
夏
に
な
る

と
川
や
海
な
ど
で
お
ぼ
れ
る
人

が
多
い
の
で
、
お
ぼ
れ
た
時
は

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
を
考
え

た
り
、
試
し
て
み
た
り
す
る
勉

強
を
す
る
た
め
で
、
毎
年
行
っ

て
い
ま
す
。
体
育
で
水
泳
を
す

る
時
は
い
つ
も
水
着
で
す
が
、

●
９
月
の
お
楽
し
み
行
事

時
間　

11
時
〜

【
全
館
共
通
】　

▽
14
日（
水
）＝
誕

生
会（
８
月･

９
月
生
ま
れ
）
▽
か

わ
し
ま
の
み
12
日（
月
）

【
さ
く
ら
】　

▽
２
日（
金
）＝
大

型
紙
芝
居「
ぷ
く
ち
ゃ
ん
の
す
て

き
な
ぱ
ん
つ
」
▽
６
日（
火
）＝

救
急
法
を
学
ぼ
う
▽
20
日（
火
）＝

ジ
ー
ジ
ー
さ
ん
と
あ
そ
ぼ
う
▽

27
日（
火
）＝
大
型
絵
本「
た
ろ
う

く
ん
の 

じ
ど
う
し
ゃ
」

【
あ
さ
ひ
】　

▽
８
日（
木
）＝
ペ
ー

プ
サ
ー
ト「
ノ
ン
タ
ン
お
よ
ぐ
の

だ
い
す
き
」
▽
20
日（
火
）＝
大
型

絵
本「
へ
び
く
ん
の
さ
ん
ぽ
」
▽

21
日（
水
）＝
ジ
オ
ジ
オ
絵
本
タ
イ

ム
14
時
〜
▽
28
日（
水
）＝
腹
話
術

の
け
ん
ち
ゃ
ん

【
う
ぬ
ま
東
】　

▽
７
日（
水
）＝
大

型
紙
芝
居「
と
っ
と
こ
ト
イ
レ
」

▽
21
日（
水
）＝
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

「
こ
ぶ
た
の
ぽ
ん
く
ん
」、
に
こ

に
こ
キ
ッ
ズ
15
時
30
分
〜
▽
25
日

（
日
）
＝
お
と
う
さ
ん
も
あ
そ
ぼ

う
▽
28
日（
水
）＝
大
型
絵
本「
へ

び
く
ん
の
さ
ん
ぽ
」

【
そ
は
ら
】　
▽
１
日（
木
）＝

大
型
紙
芝
居「
ぽ
ん
ぽ
ん

ね
ん
ね
」
▽
８
日（
木
）＝

ジ
ー
ジ
ー
さ
ん
と
あ
そ
ぼ

う
▽
21
日（
水
）＝
大
型
絵

本「
た
ろ
う
く
ん
の 

じ
ど

う
し
ゃ
」
▽
29
日（
木
）＝

ペ
ー
プ
サ
ー
ト「
ノ
ン
タ
ン 

あ

わ 

ぷ
く
ぷ
く 

ぷ
ぷ
ぷ
う
」

【
か
わ
し
ま
】　

▽
９
日（
金
）＝

人
形
劇「
ノ
ン
タ
ン 

あ
わ 

ぷ

く
ぷ
く 

ぷ
ぷ
ぷ
う
」
▽
20
日

（
火
）＝
子
ど
も
劇
場
さ
ん
と

あ
そ
ぼ
う
▽
27
日（
火
）
＝
救

急
法
を
学
ぼ
う
▽
１
、８
、
15
、

22
日（
木
）＝
ち
ゃ
ま
ち
ゃ
ま
絵

本
タ
イ
ム

今
回
は
、
水
着
の
上
に
服
を
着

て
、
く
つ
も
は
き
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
プ
ー
ル
に
入
り
ま

す
。
ゆ
っ
く
り
と
入
り
ま
し
た

が
、
服
が
体
に
ぴ
た
っ
と
く
っ

つ
い
て
と
て
も
動
き
に
く
か
っ

た
で
す
。
み
ん
な
も
「
気
持
ち

悪
い
」
と
、
口
々
に
言
っ
て
い

ま
し
た
。
水
か
ら
あ
が
る
と
、

ぬ
れ
た
服
が
と
て
も
重
く
、
ズ

ボ
ン
は
下
が
っ
て
き
ま
し
た
。

（
自
分
だ
け
か
な
）
と

思
っ
て
ま
わ
り
を
見

る
と
、
他
の
子
も
そ

う
で
し
た
。

　

次
に
泳
い
で
み
ま

し
た
。
い
つ
も
通
り

に
、
簡
単
に
泳
げ
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
実
際
に
や
っ
て

み
る
と
服
が
と
て

も
重
く
、
ゆ
ら
ゆ
ら
す
る
の
が

じ
ゃ
ま
で
半
分
も
泳
げ
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
は
、
服
で
泳
ぐ
の

は
こ
ん
な
に
大
変
な
の
か
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
お
ぼ
れ
ず
に
最
後
ま

で
命
を
守
る
方
法
を
先
生
に
教

え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
ち
ょ
う
ち
ょ
泳
ぎ

で
す
。
上
を
向
い
て
水
面
に
体

を
浮
か
せ
ま
す
。
上
を
向
く
の

で
息
も
で
き
ま
す
。
重
い
服
を

着
て
い
て
も
、水
面
に
浮
く
だ
け

な
ら
、泳
ぐ
よ
り
も
簡
単
で
す
。

　

２
つ
目
は
、ひ
み
つ
の
道
具
で

す
。
例
え
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な

ど
の
浮
く
物
を
見
つ
け
て
、あ
ご

の
下
で
だ
く
よ
う
に
持
つ
と
体

が
し
ず
み
ま
せ
ん
。
う
き
輪
や

た
ら
い
な
ど
も
使
い
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
を
通
し
て
、
命
を

守
る
こ
と
の
大
変
さ
が
分
か
り

ま
し
た
。
ま
ず
は
、
服
を
着
た

ま
ま
水
に
近
寄
ら
な
い
こ
と
。

も
し
も
お
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
と

き
は
、
あ
わ
て
ず
に
ち
ょ
う

ち
ょ
泳
ぎ
を
し
た
り
、
ひ
み
つ

の
道
具
を
見
つ
け
た
り
し
て
息

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
助
け
を

待
つ
よ
う
に
し
ま
す
。
自
分
の

命
を
自
分
で
守
ろ
う
と
強
く
思

い
ま
し
た
。

文
・
５
年　

坂さ
か
う
ち内
聖せ

な奈
さ
ん

●
さ
く
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）７
６
１
３

総
合
福
祉
会
館
２
階
（
那
加
桜

町
２
）
木
・
祝
日
休

●
あ
さ
ひ
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
０
）０
５
０
０

鵜
沼
朝
日
町
３　

月
・
祝
日
休

●
う
ぬ
ま
東
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
７
９
）１
１
７
７

鵜
沼
東
町
６　

木
・
祝
日
休

●
そ
は
ら
子
ど
も
館

☎
０
５
８（
３
８
３
）５
２
８
５

蘇
原
野
口
町
１　

月
・
祝
日
休

●
か
わ
し
ま
子
ど
も
館

☎
０
５
８
６（
８
９
）２
６
３
４

川
島
松
原
町
４
０
５
の
５

土
・
日
・
祝
日
休

い
ず
れ
も
９
時
〜
17
時
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み
ん
な
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広
場
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6人制男子バレーボールクラブチーム6人制男子バレーボールクラブチーム

「各務原「各務原DD
デ ィ ラ イ トデ ィ ラ イ ト

elightelight」」

て
い
ま
せ
ん

が
、
現
在
は
、

20
〜
30
代
の

６
人
程
で
活

動
中
で
す
。

　

全
て
が
ゼ

ロ
か
ら
の
ス

タ
ー
ト
。
練

習
メ
ニ
ュ
ー

や
ポ
ジ
シ
ョ

ン
、
キ
ャ
プ

テ
ン
な
ど
も
決
ま
っ
た
も
の
は

な
く
、
大
変
な
面
も
あ
り
ま
す

が
、
チ
ー
ム
を
作
り
あ
げ
て
い

く
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
活

動
テ
ー
マ
は
「
バ
レ
ー
を
楽
し

む
中
で
、
仲
間
と
充
実
し
た
時

間
を
過
ご
す
」
で
す
。

　

今
年
の
目
標
は
、
メ
ン
バ
ー

を
揃そ

ろ

え
、
来
年
か
ら
市
民
大
会

な
ど
へ
出
場
す
る
こ
と
。
近
隣

の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
と
練
習
試
合

を
し
な
が
ら
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
ど

ん
ど
ん
挑
戦
し
て
い
け
る
チ
ー

ム
に
し
た
い
で
す
。
今
は
隔
週

土
曜
日
の
み
の
活
動
で
す
が
、

来
年
か
ら
は
毎
週
土
曜
日
へ
活

動
日
を
増
や
す
予
定
で
す
。

　

経
験
者
で
あ
れ
ば
レ
ベ
ル
は

問
い
ま
せ
ん
。
活
動
の
様
子
は

ブ
ロ
グhttp://am

eblo.jp/m
1977a/

で
も
紹
介
し
て
い
ま

　

各
務
原
市
近
郊
で
バ
レ
ー
す

る
場
を
作
り
た
い
と
思
い
、
今

年
４
月
に
チ
ー
ム
を
結
成
し
ま

し
た
。
ま
だ
メ
ン
バ
ー
は
揃そ

ろ

っ

す
。
見
学
や
体
験
も
大
歓
迎
。

バ
レ
ー
好
き
の
方
や
興
味
が
あ

る
方
、
ぜ
ひ
気
軽
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

活
動
日
時　
第
１
、第
３
、第
５

土
曜
日　

午
後
６
時
〜
９
時

場
所　

鵜
沼
地
区
体
育
館
（
つ

つ
じ
が
丘
４
）

募
集
ポ
ジ
シ
ョ
ン　

▽
思
い
き

り
の
よ
い
レ
フ
ト
▽
活
き
の
よ

い
セ
ン
タ
ー
▽
ヤ
ル
気
溢
れ
る

ラ
イ
ト
▽
バ
レ
ー
大
好
き
セ
ッ

タ
ー
▽
粘
り
強
い
リ
ベ
ロ

詳
細　

池
田
☎
０
９
０（
７
６
１

９
）５
５
９
２
、Ｅ
メ
ー
ルm

a
sato.volley@

gm
ail.com

　

８
月
、
中
学
３
年
生
の
松
原

三
和
さ
ん
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

地
に
立
っ
た
。そ
の
肩
書
は「
少

年
少
女
国
連
大
使
」。
飢
餓
や

環
境
保
護
な
ど
、
世
界
的
な
問

題
解
決
に
向
け
国
連
が
定
め
た

「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標（
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
）」を
学
び
、
世
界
の
現
状

を
知
る
こ
と
が
そ
の
目
的
だ
。

　

大
使
は
全
国
で
10
人
と
い
う

「
狭
き
門
」。
三
和
さ
ん
は
海
外

や
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で

見
て
感
じ
た
こ
と
、
そ
し
て
支

援
へ
の
想
い
を
応
募
用
紙
に
込

め
、
見
事
大
使
に
選
ば
れ
た
。

　

国
際
青
年
会
議
所
の
役
員
を

務
め
た
父
親
の
影
響
で
、
小
学

校
４
年
生
の
と
き
に
訪
れ
た

フ
ィ
リ
ピ
ン
。「
ご
み
の
山
で

働
き
、
小
さ
な
パ
ン
を
兄
弟
で

分
け
合
う
幼
い
子
ど
も
の
姿
に

強
く
衝
撃
を
受
け
た
」と
い
う
。

震
災
の
被
災
地
で
は
、
避
難
所

で
暮
ら
す
老
人
か
ら
涙
な
が
ら

に
「
ま
た
お
い
で
」
と
声
を
掛

け
ら
れ
た
。こ
う
し
た
経
験
が
、

「
苦
し
む
人
々
の
た
め
に
何
か

し
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
生

む
土
台
と
な
っ
て
い
る
。

　

６
日
間
の
研
修
で
は
国
連
本

部
や
ユ
ニ
セ
フ
、
同
時
多
発
テ

ロ
の
跡
地
な
ど
を
訪
問
。
Ｍ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
伝
染
病
、
国
際
的
な
支

援
活
動
な
ど
を
多
く
学
ん
だ

が
、
も
う
１
つ
の
収
穫
が
「
音

楽
の
力
」
を
知
っ
た
こ
と
だ
。

　

小
さ
い
こ
ろ
か
ら
ピ
ア
ノ
や

合
唱
を
習
い
、
今
も
声
楽
を
学

ぶ
三
和
さ
ん
。
滞
在
中
訪
れ
た

教
会
で
、
聖
歌
隊
と
の
交
流
を

行
っ
た
。ゴ
ス
ペ
ル
を
教
わ
り
、

逆
に
日
本
の
唱
歌
を
歌
っ
て
聴

か
せ
る
。
体
を
使
い
楽
し
く
歌

う
中
で
「
言
葉
が
分
か
ら
な
く

て
も
一
体
に
な
れ
る
」と
実
感
、

音
楽
の
力
に
感
動
し
た
。

　

帰
国
し
た
三
和
さ
ん
の
目
標

は
「
も
っ
と
広
く
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
」こ
と
。

「
た
だ
の
勉
強
会
で
は
な
く
、

コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
音
楽
の
力
を

使
っ
て
楽
し
く
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
学

べ
る
場
を
」。
熱
意
を
秘
め
た

三
和
さ
ん
の
目
が
輝
く
。

「
学
校
か
ら
、
各
務
原
市
か
ら

支
援
の
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

「
少
年
少
女
国
連
大
使
」と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
研
修

松
原
三み

わ和
さ
ん
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木
曽
川
学
入
門
●

■
ブ
ッ
キ
ィ
の
ひ
と
り
ご
と

　

今
回
や
っ
て
来
た
の
は
、「
内
藤
記
念

く
す
り
博
物
館
」
の
隣
に
あ
る
附
属
図

書
館
。

　

き
れ
い
な
図
書
館
の
建
物
の
中
に
は
、

薬
学
や
医
学
、
植
物
な
ど
に
関
す
る
本

が
た
く
さ
ん
。
専
門
的
な
本
か
ら
一
般

書
ま
で
約
６
万
２
０
０
０
点
も
あ
っ
て
、

館
内
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
。

　

お
や
、
図
書
館
に
展
示
の
ス
ペ
ー
ス

を
発
見
！
ケ
ー
ス
の
中
に
あ
っ
た
の
は

医
薬
品
に
つ
い
て
書
か
れ
た
本
「
日
本

薬
局
方
」。
一
番
古
い
も
の
は
な
ん
と
明

治
19
年
の
本
で
、
こ
の
初
版
本
は
と
っ

て
も
貴
重
な
も
の
な
ん
だ
っ
て
。
み
ん

な
も
ぜ
ひ
見
に
来
て
ね
。

詳
細　

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
☎
０
５

８
６（
８
９
）２
１
０
１

ヒ
ガ
ン
バ
ナ

▲ヒガンバナの群生(上 ) と球根( 下 )▲ヒガンバナの群生(上 ) と球根( 下 )

彼
岸
花
？
死
人
花
!?

　

９
月
、
秋
の
訪
れ
と
と
も
に
、
あ
ぜ
道
や
土
手
を
一

斉
に
鮮
や
か
な
赤
で
彩
る
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
。
そ
の
名
の
通

り
、
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
は
お
彼
岸
の
こ
ろ
に
咲
く
こ
と
か
ら

「
彼
岸
花
」
と
よ
ば
れ
ま
す
。

　

他
に
も
、
墓
地
に
多
い
こ
と
か
ら
「
死し

び
と
ば
な

人
花
」、
仏

典
に
伝
わ
る
赤
い
花
の
名
か
ら
「
曼ま

ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ

珠
沙
華
」
な
ど
地

方
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
名
が
あ
り
、
５
０
０
以
上

も
の
異
名
を
持
っ
て
い
ま
す
。

美
し
い
も
の
に
は
毒
が
あ
る

　

こ
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
に
毒
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る

方
は
多
い
で
し
ょ
う
。こ
の
毒
は「
リ
コ
リ
ン
」と
い
い
、

植
物
に
含
ま
れ
る
有
毒
成
分
と
し
て
知
ら
れ
る
、
ア
ル

カ
ロ
イ
ド
の
一
種
で
す
。
こ
の
毒
は
、
花
や
葉
だ
け
で

な
く
球
根
に
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、昔
は
飢
餓
の
と
き
に
こ
の
球
根
を
砕
き
、

水
で
十
分
さ
ら
し
、
デ
ン
プ
ン
を
精
製
し
て
食
べ
た

こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

あ
ぜ
道
に
多
い
の
は
？

　

で
は
こ
の
ヒ
ガ
ン
バ
ナ
、
な
ぜ
あ
ぜ
道
や
土
手
に

多
く
咲
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
飢
餓
に
備
え
る
、

救
荒
植
物
と
し
て
の
利
用
目
的
も
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
以
外
に
も
い
く
つ
か
理
由
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
の
球
根
か
ら
は
、
ア
レ
ロ
パ
シ
ー
物

質
と
い
う
化
学
物
質
が
出
て
い
ま
す
。
こ
の
物
質
に

は
、
あ
ぜ
に
生
え
る
雑
草（
キ
ク
科
の
植
物
）の
成
長

を
妨
げ
る
効
果
や
、
モ
グ
ラ
や
野
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
動

物
を
寄
せ
つ
け
な
い
効
果
が
あ
り
、
あ
ぜ
を
守
っ
て

く
れ
ま
す
。
ま
た
、
葉
は
晩
秋
に
伸
び
は
じ
め
、
翌

年
の
春
に
は
枯
れ
る
こ
と
も
、
農
作
業
の
邪
魔
に
な

ら
ず
都
合
が
良
い
の
で
し
ょ
う
。

イ
メ
ー
ジ
が
変
わ
る
か
も
…

　

不
吉
な
イ
メ
ー
ジ
や
恐
ろ
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
多
い

ヒ
ガ
ン
バ
ナ
。
実
は
、
い
ろ
い
ろ
な
役
に
立
っ
て
い

る
の
で
す
。
お
彼
岸
に
は
、
ぜ
ひ
こ
の
よ
う
な
ヒ
ガ

ン
バ
ナ
の
背
景
を
思
い
出
し
つ
つ
、
あ
ぜ
道
を
歩
い

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
毎
年
見
る
ヒ
ガ
ン
バ

ナ
も
少
し
違
っ
て
見
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

文
・
自
然
発
見
館
・
吉
井
愛
利
さ
ん

広報かかみがはら 201119.1 16



　ホームビルド機「ＲＶ－６Ａ」見学会

　　　　　　　　　  子ども手作り絵本教室

　道の日 道路清掃

クルクルまわる絵本をつくったよ !
　牛乳パックでおもしろ手作り絵本を作る教室が開
催され、夏休み中の子どもたちでにぎわいました。
　作ったのは、牛乳パック 2本を使ったクルクル回
すとどんどん絵が変わる「クルクル絵本」。最初の説
明で見本をみた子どもたちは「なんでクルクル絵が
変わるの ?」と驚き、早く作りたくてたまらない様子。
　作業に入ると、好きな絵本のストーリーを参考に
したり、オリジナルイラストをクレパスやマジック
で描いたりして、世界にたった一つの楽しい絵本を
完成させました。　　　　（8月 5日・川島ほんの家）

大切に使おう、みんなの道路
　8月 10日は国土交通省が定めた「道の日」。毎年、
この日は道路清掃ボランティアが行われています。
　今年も、市土木組合や市土木工業会、各務原砕石
販売協同組合、中日本高速道路 (株) の皆さんと市職
員の計約 160 人が参加。真夏の日差しに照りつけら
れながら、県・市道 15路線 31kmで空き缶や瓶、た
まった土砂などを丁寧に取り除きました。
　早朝から 2時間の清掃で集まったごみの総重量は
約 1.6 トン。１人１人がマナーを守って、道路を大
切に使っていきましょう。　　　　　　(8 月 10日)

本物の操縦桿
かん

をにぎる !
　航空宇宙科学博物館内で製作されたホームビルド
機 ( 実機のキットを自分で組み立てた飛行機 ) の見
学会に、親子連れなど 100人が参加しました。
　同機を製作したＮＰＯ法人M

マ ッ ク

ACH Ｂ
ビーアンドエフ

＆Ｆの方に
教えてもらって、１人ずつコックピットに乗り込ん
だ皆さん。操縦桿を操り「プロペラ クリア !」など
と合図を出し、模擬エンジンでプロペラを回転させ
たり、フラップを動かしたりしました。神戸市から
訪れた小学 4年生の山田雄大君は、頬を高潮させ「貴
重な体験ができた」と喜んでいました。　（7月31日）

土で、モノづくりの楽しさ発見 !
　子どもに大人気のどろだんごと、左官技術を教えて
もらう塗り壁体験に、小学生 20人が挑戦しました。
　泥を団子状にして磨き続けると、ピッカピカに光
り始めます。約２時間、子どもたちは一心不乱に力を
込めて磨き続け、空調の効いた室内でも汗びっしょ
りに。屋外では、本物の左官職人のコテを手に、緊
張しながら 1ｍ四方の壁を塗り上げ、達成感を味わ
いました。モノづくりの精神や、日本に伝わる技術と
のふれあいなど、楽しみながら学びの要素をいっぱ
い吸収した子どもたちでした。            （8 月 11日）  川島ライフ夏休み講座 どろだんごと塗り壁体験
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民ギャラリー市
陶芸「ウエルカムボード」
南谷由紀子さん・緑苑中1

心希の笑顔にいつも家族みんな癒やされ
てるよ♥これからもたくさんのすてきな
笑顔をみせてね♥（お父さんの寛人さん、
お母さんの友美さん・那加雄飛ケ丘町）

勝田　心
こ こ な

奈ちゃん（Ｈ 21．12．3生）

環
境
保
護
の
た
め
植
物
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

いつも可愛い笑顔に、みんな癒やされて
います。これからも、元気に育ってね！
（お父さんの鉄平さん、お母さんの久美
子さん・蘇原沢上町 2）

ずっと受けてみたかった陶芸の講座を
昨年の秋、受講しました。

10 回の講座で基礎を習って、
もっとじっくりやってみたいと思い

今は月に 1度先生のもとに通っています。
この作品は受講後、最初に作ったものです。

イメージしたものを自由に作れるのは
楽しいですし、自分で作ると

形がいびつなところもいいものです。

渡邉　心
こ こ ね

希ちゃん（Ｈ 22．4．8生）
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